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男児の表出性攻撃は ｢30-32｣が ｢5 非常に強い｣,｢24-29｣が ｢4 やや強い｣,
｢17-23｣が ｢3 ふつう｣,｢12-16｣が ｢2 やや弱い｣,｢8-11｣が ｢1 非常に弱
い｣である.女児の場合は ｢29-32｣が ｢5 非常に強い｣,｢22-28｣が ｢4 やや強い｣,
｢16-21｣が ｢3 ふつう｣,｢10-15｣が ｢2 やや弱い｣,｢8- 9｣が ｢1 非常に弱
い｣である.
男児の不表出性攻撃は ｢27-32｣が ｢5 非常に強い｣,｢20-26｣が ｢4 やや強い｣,
｢16-19｣が ｢3 ふつう｣,｢11-15｣が ｢2 やや弱い｣,｢8-10｣が ｢1 非常に弱い｣
である.女児の場合は ｢27-32｣が ｢5 非常に強い｣,｢20-26｣が ｢4 やや強い｣,



























































































































































そこで,判定基準の ｢4｣と ｢5｣を合わせてそれぞれ ｢強い表出性攻撃｣および｢強
い不表出性攻撃性｣,また ｢1｣と ｢2｣を合わせて ｢弱い表出性攻撃｣および ｢弱い不
表出性攻撃｣とし,以上の傾向をさらに検討 した.
4年生男児においては,表出性攻撃が不表出性攻撃よりも大で,統計的にも有意であっ
た.また ｢強い表出性攻撃｣を示 した割合は約32%で,｢強い不表出性攻撃｣を示 した割
合は約40%であった.さらに,｢強い表出性攻撃｣ と ｢強い不表出性攻撃｣の両方を示 し
た割合は約19%であった.｢強い表出性攻撃｣で ｢弱い不表出性攻撃｣を示 した割合は約










た.また ｢強い表出性攻撃｣を示 した割合は約29%で,｢強い不表出性攻撃｣を示 した割
合は約33%であった.さらに,｢強い表出性攻撃｣ と ｢強い不表出性攻撃｣の両方を示 し
た割合は約17%であった.｢強い表出性攻撃｣で ｢弱い不表出性攻撃｣の割合は約 3%,
｢強い不表出性攻撃｣で ｢弱い表出性攻撃｣の割合は約 1%であった.また ｢弱い表出性
攻撃｣と ｢弱い不表出性攻撃｣の両方を示 した割合は約14%であった.
5年生女児においては,表出性攻撃が不表出性攻撃よりも大で,統計的にも有意であっ
た.また ｢強い表出性攻撃｣を示 した割合は約27%で,｢強い不表出性攻撃｣を示 した割
合は約29%であった.さらに,｢強い表出性攻撃｣ と ｢強い不表出性攻撃｣の両方を示 し
た割合は約12%であった.｢強い表出性攻撃｣で ｢弱い不表出性攻撃｣の割合は約 5%,
｢強い不表出性攻撃｣で ｢弱い表出性攻撃｣の割合は約 2%であった.また ｢弱い表出性
攻撃｣と ｢弱い不表出性攻撃｣の両方を示 した割合は約14%であった.
6年生男児においては,表出性攻撃が不表出性攻撃よりも大で,統計的にも有意であっ
た.また ｢強い表出性攻撃｣を示 した割合は約26%で,｢強い不表出性攻撃｣を示 した割
合は約29%であった.さらに,｢強い表出性攻撃｣ と ｢強い不表出性攻撃｣の両方を示 し
た割合は約12%であった.｢強い表出性攻撃｣で ｢弱い不表出性攻撃｣の割合は約 6%,
｢強い不表出性攻撃｣で ｢弱い表出性攻撃｣の割合は約 1%であった.また ｢弱い 表出性
攻撃｣と ｢弱い不表出性攻撃｣の両方を示 した割合は約13%であった.
6年生女児においては,表出性攻撃が不表出性攻撃よりも大で,統計的にも有意であっ
た.また ｢強い表出性攻撃｣を示 した割合は約30%で,｢強い不表出性攻撃｣を示 した割
合は約26%であった.さらに,｢強い表出性攻撃｣ と ｢強い不表出性攻撃｣の両方を示 し
た割合は約10%であった.｢強い表出性攻撃｣で ｢弱い不表出性攻撃｣ の割合は約 6%,
｢強い不表出性攻撃｣で ｢弱い表出性攻撃｣の割合は約5%であった.また ｢弱い表出性攻










らみた場合, 4年生は約32%, 5年生は約29%, 6年生は約26%と減少傾向を示 した.さ













に関 しては4年生が約40%, 5年生が約33%, 6年生が約29%と減少傾向を示 した.それ









































児では約32%, 5年生で約29%, 6年生では約29%,また4年生女児では約21%, 5年生
では約27%, 6年生では約30%という結果であった.敵意である不表出性攻撃の強い児童
が 4年生男児では約40%, 5年生では約33%, 6年生では約29%,また4年生女児では約
34%, 5年生では約29%, 6年生では約26%という結果であった.これらの児童に対 して,
どのような指導を行うのかが今後の課題といえる.
それに対 して,攻撃誘発刺激に対 して怒 りを感 じても ｢弱い表出性攻撃｣で ｢弱い不義
出性攻撃｣ しか示さない男児が4年生では約11%, 5年生では約14%, 6年生では約13%,


























① - 男児の表出性攻撃に関 しては4年生, 5年生, 6年生間に統計的に有意な差はなかっ
た .
② 女児の表出性攻撃に関 しては4年生 と6年生の間に統計的に有意な差があったが,
4年生と5年生間および5年生と6年生問には有意な差はなかった.
(3)不表出性攻撃に関する学年間比較
① 男児の不表出性攻撃に関 しては, 4年生と6年生の問に統計的に有意な差があった
が, 4年生 と5年生間および5年生と6年生間には有意な差はなかった.
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